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新
た
な
企
業
理
念

基
づ
い
て
Ｒ
＆
Ｄ

半
導
体
や
包
材
に

展
開
先
を
シ
フ
ト

縁
の
下
の
力
持
ち

化
学
業
界
自
信
を

エ
コ
製
品
な
ど
新
値
浸
透

エ
フ
ピ
コ
、差
別
化
さ
ら
に

佐藤会長

次
世
代
Ｍ
Ｉ
ソ
リ
ュ
Ｖ
ｅ
ｒ
�２
β
版

Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｌ
Ｙ
Ｓ
が
提
供
開
始

新政権で初のＧＸ実行会議

ＧＸ実行会議第１３回会合
（首相官邸ＨＰから）

首相「地域経済
への恩恵期待」

純
利
益
３.７
倍
に

日
本
精
鉱
４
〜
９
月
期

住
友
理
工
が
通
期

業
績
予
想
修
正

◇
…
新
体
制
の
抱
負
を
。

菅

カ
ー
ラ
イ
ル
の
投
資
先

の
自
主
性
を
重
ん
じ
る
ス
タ
ン

ス
が
、
出
資
受
け
入
れ
の
決
め

手
と
な
り
ま
し
た
。
当
社
の
主

力
で
あ
る
製
紙
用
薬
品
は
変
化

が
ゆ
る
や
か
な
業
界
で
す
か

ら
、
外
部
か
ら
見
た
「
当
た
り

前
」
の
ス
ピ
ー
ド
感
な
ど
に
つ

い
て
、
カ
ー
ラ
イ
ル
か
ら
助
言

を
受
け
た
意
義
は
非
常
に
大
き

い
。
人
財
や
Ｍ
＆
Ａ
（
合
併
・

買
収
）
の
情
報
を
豊
富
に
持
つ

こ
と
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

傘
下
に
入
っ
て
か
ら
半
年
間

ほ
ど
議
論
を
重
ね
、
２
０
２
４

〜
２８
年
度
の
５
カ
年
中
期
経
営

計
画
を
７
月
に
策
定
し
ま
し

た
。
ゴ
ー
ル
は
当
然
再
上
場
で
、

中
計
満
了
の
頃
に
こ
れ
に
足
る

姿
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。寺

阪

「
人
と
人
の
ケ
ミ
ス

ト
リ
ー
」
が
合
う
の
は
重
要
な

判
断
材
料
で
し
た
ね
。
事
業
面

で
は
「
安
定
」「
成
長
」「
新
技
術
」

の
３
軸
で
星
光
Ｐ
Ｍ
Ｃ
を
評
価

し
ま
し
た
。
国
内
で
高
シ
ェ
ア

を
誇
る
製
紙
用
薬
品
を
安
定
基

盤
と
し
つ
つ
、
強
い
技
術
力
を

ベ
ー
ス
に
海
外
生
産
も
実
行
し

て
い
る
。
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ

ァ
イ
バ
ー
（
Ｃ
Ｎ
Ｆ
）
強
化
樹

脂
な
ど
の
新
技
術
も
あ
り
、
こ

れ
だ
け
芽
の
あ
る
メ
ー
カ
ー
は

珍
し
い
と
判
断
し
ま
し
た
。
良

質
な
ニ
ッ
チ
製
品
を
生
か
せ

ば
、
海
外
で
さ
ら
に
伸
ば
せ
る

で
し
ょ
う
。

◇
…
化
学
分
野
の
研
究
開
発
は

事
業
化
ま
で
に
時
間
が
か
か

る
ケ
ー
ス
も
多
く
あ
り
ま

す
。
星
光
Ｐ
Ｍ
Ｃ
の
持
つ
高

い
技
術
力
を
ど
の
よ
う
に
成

長
へ
と
結
び
つ
け
て
い
き
ま

す
か
。

寺
阪

「
短
期
的
に
稼
げ
な

け
れ
ば
Ｒ
＆
Ｄ（
研
究
開
発
）
投

資
を
抑
え
る
べ
き
」
と
は
考
え

て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
「
技
術
立

社
」
の
志
向
を
強
く
尊
重
し
た

い
。
今
後
補
っ
て
い
く
と
し
た

ら
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
発
想

で
し
ょ
う
か
。

菅

そ
の
意
味
も
あ
っ
て
１０

月
に
組
織
再
編
を
実
行
し
ま
し

た
。「
Ｒ
＆
Ｄ
価
値
創
成
本
部
」

を
立
ち
上
げ
、
こ
れ
ま
で
事
業

部
別
に
置
い
て
い
た
研
究
所
を

集
約
。
開
発
テ
ー
マ
の
全
体
最

適
を
図
り
や
す
い
体
制
と
し
つ

つ
、
技
術
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

促
進
す
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
与
え

ま
し
た
。
新
た
な
企
業
理
念
と

し
て
設
定
し
た
「
く
ら
し
を
こ

こ
ち
よ
く
、
み
ら
い
を
あ
た
ら

し
く
」
に
貢
献
す
る
製
品
開
発

を
加
速
さ
せ
ま
す
。

◇
…
中
計
で
目
指
す
ゴ
ー
ル
に

向
け
て
、
ど
の
よ
う
に
ア
ク

セ
ル
を
踏
ん
で
い
き
ま
す

か
。

菅

長
ら
く
製
紙
用
薬
品
・

樹
脂
・
化
成
品
の
３
セ
グ
メ
ン

ト
体
制
で
し
た
が
、
こ
ち
ら
も

１０
月
に
２
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ

ッ
ト
（
Ｂ
Ｕ
）
へ
と
再
編
し
ま

し
た
。
旧
製
紙
用
薬
品
と
旧
樹

脂
は
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
マ
テ
リ

ア
ル
Ｂ
Ｕ
」
に
、
傘
下
の
Ｋ
Ｊ

ケ
ミ
カ
ル
ズ
と
台
湾
の
粘
着
剤

子
会
社
・
新
綜
工
業
は
「
ス
ペ

シ
ャ
リ
テ
ィ
ケ
ミ
カ
ル
ズ
Ｂ

Ｕ
」に
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

寺
阪

こ
れ
ま
で
も
新
綜
の

粘
着
剤
製
品
に
、
Ｋ
Ｊ
の
環
境

対
応
型
モ
ノ
マ
ー
を
使
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

菅

両
社
は
半
導
体
市
場
向

け
を
含
め
て
近
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン

に
あ
り
、
川
上
の
モ
ノ
マ
ー
・

オ
リ
ゴ
マ
ー
か
ら
川
下
の
ポ
リ

マ
ー
ま
で
、
ア
ク
リ
ル
樹
脂
の

関
連
技
術
で
シ
ナ
ジ
ー
が
見
込

め
ま
す
。
今
後
の
工
程
テ
ー
プ

向
け
な
ど
で
は
紫
外
線
（
Ｕ
Ｖ
）

粘
着
／
剥
離
の
双
方
が
そ
ろ
っ

て
い
な
い
と
原
材
料
メ
ー
カ
ー

と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
ら
ず
、

増
強
投
資
や
新
製
品
の
開
発
も

実
行
し
ま
し
た
。
２４
〜
２５
年
に

か
け
て
花
開
き
、
ト
ッ
プ
ラ
イ

ン
に
貢
献
し
て
い
く
と
み
て
い

ま
す
。

◇
…
水
性
樹
脂
に
強
い
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
し
た
が
、
溶
剤

系
を
含
む
ア
ク
リ
ル
が
基
幹

に
な
る
の
で
す
か
。

菅

す
べ
て
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
の
傾
向
は
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
マ
テ
リ
ア
ル
Ｂ
Ｕ
の
う
ち

の
旧
樹
脂
事
業
の
あ
り
方
と
も

連
動
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
オ

フ
セ
ッ
ト
イ
ン
キ
用
の
ロ
ジ
ン

変
性
フ
ェ
ノ
ー
ル
樹
脂
が
主
力

製
品
で
し
た
が
、
い
ま
は
構
造

改
革
の
た
だ
中
に
あ
る
。
今
後

の
対
象
市
場
は
情
報
メ
デ
ィ
ア

か
ら
パ
ッ
ケ
ー
ジ
へ
と
移
り
、

な
か
で
も
環
境
対
応
に
適
し
た

版
式
と
し
て
日
本
市
場
で
も
普

及
が
期
待
さ
れ
る
水
性
フ
レ
キ

ソ
印
刷
に
照
準
を
合
わ
せ
て
い

ま
す
。
フ
レ
キ
ソ
イ
ン
キ
用
と

し
て
は
「
ハ
イ
ロ
ス
�
Ｘ
」
シ

リ
ー
ズ
が
あ
り
、
ア
ク
リ
ル
や

ス
チ
レ
ン
�
ア
ク
リ
ル
な
ど
を

揃
え
て
い
ま
す
。

寺
阪

当
社
は
Ｅ
Ｓ
Ｇ
（
環

境
・
社
会
・
企
業
統
治
）
の
視

点
か
ら
も
投
資
し
て
お
り
、
星

光
Ｐ
Ｍ
Ｃ
に
つ
い
て
は
そ
の
観

点
で
も
評
価
し
て
い
ま
す
。
エ

コ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
材
料
供
給

で
Ｅ
Ｓ
Ｇ
銘
柄
と
し
て
育
っ
て

い
け
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る

で
し
ょ
う
。

◇
…
寺
阪
さ
ん
に
は
投
資
会
社

の
立
場
か
ら
化
学
業
界
が
ど

の
よ
う
に
見
え
て
い
ま
す
か
。

寺
阪

私
は
旧
大
蔵
省
出
身

で
す
が
、
カ
ー
ラ
イ
ル
に
入
っ

た
当
時
か
ら
「
日
本
の
モ
ノ
づ

く
り
を
な
ん
と
か
せ
ね
ば
」
と

い
う
意
識
で
や
っ
て
き
ま
し

た
。
星
光
Ｐ
Ｍ
Ｃ
を
含
め
、
化

学
業
界
は
「
縁
の
下
の
力
持
ち
」

と
し
て
も
っ
と
自
信
を
持
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
の
が
私
の
想
い

で
す
。

と
く
に
ニ
ッ
チ
市
場
で
活
躍

す
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
企
業
は

潜
在
力
が
あ
る
の
に
、
国
内
市

場
と
い
う
殻
に
こ
も
る
場
合
が

多
い
。
星
光
Ｐ
Ｍ
Ｃ
が
う
ま
く

巣
立
て
ば
化
学
分
野
に
お
け
る

１
つ
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と
な

る
。
当
社
が
得
意
と
す
る
グ
ロ

ー
バ
ル
化
支
援
を
惜
し
ま
な
い

つ
も
り
で
す
。

「
東
証
改
革
」
な
ど
の
影
響

も
あ
っ
て
上
場
企
業
に
加
わ
る

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
年
々
増
し
て

い
ま
す
。「
カ
ー
ブ
ア
ウ
ト
な
ど

を
経
て
、
長
期
視
点
で
経
営
に

専
念
し
た
い
」
と
い
う
意
向
も

増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
そ
こ

で
は
未
公
開
株
を
扱
う
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
エ
ク
イ
テ
ィ
（
Ｐ
Ｅ
）

フ
ァ
ン
ド
も
重
要
な
役
割
が
果

た
せ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
幸

い
、
日
本
の
企
業
社
会
で
も
Ｐ

Ｅ
フ
ァ
ン
ド
へ
の
理
解
が
進
ん

で
き
て
い
ま
す
。
当
社
は
外
資

系
で
す
が
、
日
本
に
コ
ミ
ッ
ト

し
、
日
本
企
業
の
再
成
長
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
支
援
し
て
い
く

の
が
使
命
で
す
。そ
う
し
た
「
個

別
の
投
資
対
象
を
強
く
す
る
」

過
程
の
中
で
、
必
要
な
ら
ば
シ

ナ
ジ
ー
あ
る
企
業
同
士
の
Ｍ
＆

Ａ
を
実
行
す
る
可
能
性
は
当
然

あ
る
で
し
ょ
う
。

（
聞
き
手
�
兼
子
卓
士
、
小
林

徹
也
）

星
光
Ｐ
Ｍ
Ｃ
は
２
０
２
４
年
１
月
、
米
投
資
会
社
・
カ
ー
ラ
イ
ル
の
傘
下
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
化
学

や
周
辺
業
界
で
も
非
上
場
化
を
選
ぶ
企
業
や
非
中
核
（
ノ
ン
コ
ア
）
事
業
を
切
り
出
す
「
カ
ー
ブ
ア
ウ
ト
」
の
事
例

が
増
え
て
い
る
が
、
同
社
は
ど
の
よ
う
に
再
成
長
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
実
現
し
て
い
く
の
か
。
菅
正
道
社
長
と
、
同

社
の
取
締
役
を
務
め
る
カ
ー
ラ
イ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
の
寺
阪
令
司
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
（
Ｍ
Ｄ
）
に
、
新
体

制
に
お
け
る
戦
略
方
針
を
聞
い
た
。

エ
フ
ピ
コ
が
２
０
２
４
年

４
〜
９
月
期
に
実
施
し
た
価

格
改
定
が
浸
透
し
て
い
る
。

価
格
改
定
効
果
も
あ
り
、
２４

年
１０
〜
２５
年
３
月
期
は
過
去

最
高
の
業
績
を
見
込
む
。
物

価
高
騰
で
消
費
が
伸
び
悩
む

な
か
、
エ
コ
製
品
や
低
発
泡
、

透
明
容
器
な
ど
独
自
製
品
で

差
別
化
を
図
る
。

佐
藤
守
正
会
長
兼
グ
ル
ー

プ
代
表
は
１０
月
３１
日
の
決
算

説
明
会
で
「
上
期
は
値
上
げ

活
動
に
終
始
し
た
が
、
下
期

は
そ
の
効
果
が
フ
ル
で
寄
与

す
る
」
と
の
見
通
し
を
示
し

た
。
価
格
改
定
は
こ
の
３
年

間
で
３
度
目
だ
が
交
渉
は
比

較
的
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
よ

う
だ
。
ま
た
「
ス
ー
パ
ー
が

商
品
の
容
量
を
減
ら
す
ダ
ウ

ン
サ
イ
ジ
ン
グ
の
動
き
は
、

容
器
が
切
り
替
わ
る
た
め
当

社
に
は
プ
ラ
ス
に
働
く
」

（
同
）
と
し
、
相
次
ぐ
商
品

の
値
上
げ
で
消
費
の
盛
り
上

が
り
に
欠
け
る
な
か
で
も
７

〜
９
月
は
販
売
数
量
を
伸
ば

し
た
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
「
エ
コ
製
品
や
低

発
泡
、
耐
寒
Ｐ
Ｐ
ｉ
Ｐ
�
タ

ル
ク
な
ど
当
社
独
自
の
出
荷

比
率
が
６６
〜
６７
％
を
占
め
る

よ
う
に
な
り
、
同
じ
素
材
で

競
合
と
戦
う
部
分
が
４
割
を

切
っ
て
い
る
こ
と
も
強
み
」

（
同
）
と
い
う
。

従
来
比
約
６
割
軽
量
化
し

た
低
発
泡
化
容
器
の
出
荷
は

４
〜
９
月
に
前
年
同
期
比
６０

％
以
上
増
加
、
年
末
に
向
け

さ
ら
に
伸
び
る
と
予
想
す

る
。
ま
た
透
明
容
器
の
薄
肉

化
で
圧
縮
強
度
を
向
上
し
つ

つ
軽
量
化
を
実
現
。
シ
リ
ー

ズ
化
し
て
来
春
ま
で
に
順
次

投
入
す
る
方
針
。
す
べ
て
置

き
換
え
れ
ば
平
均
１０
％
以
上

軽
量
化
で
き
る
。「
汎
用
品
の

た
め
ア
イ
テ
ム
数
３
０
０
弱

で
８０
型
必
要
に
な
る
が
一
気

に
切
り
替
え
ら
れ
る
メ
ー
カ

ー
は
い
な
い
」（
同
）
と
し
、

こ
れ
も
差
別
化
の
ポ
イ
ン
ト

に
上
げ
る
。

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
の
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｌ
Ｙ

Ｓ
（
イ
ー
グ
リ
ス
、
東
京
都

渋
谷
区
）
は
秘
密
計
算
に
よ

る
企
業
間
デ
ー
タ
連
携
マ
テ

リ
ア
ル
ズ
・
イ
ン
フ
ォ
マ
テ

ィ
ク
ス
（
Ｍ
Ｉ
）
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
「
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｌ
Ｙ
Ｓ

Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ａ

（
ア
ル
ケ
ミ
ス
タ
）」の
Ｖ
ｅ

ｒ
�
２
β
版
を
リ
リ
ー
ス
し

た
と
発
表
し
た
。
新
た
な
機

械
学
習
（
Ｍ
Ｌ
）
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
と
最
適
化
手
法
を
実

装
、
処
理
速
度
を
大
幅
に
向

上
し
た
。

Ｖ
ｅ
ｒ
�
２
β
は
、
ガ
ウ

ス
過
程
回
帰
導
入
に
よ
り
材

料
特
性
の
不
確
実
性
を
考
慮

し
た
予
測
モ
デ
ル
の
構
築
が

可
能
。
ま
た
ベ
イ
ズ
最
適
化

機
能
を
実
装
し
新
規
材
料
開

発
で
の
効
率
的
な
パ
ラ
メ
ー

タ
ー
探
索
と
最
適
化
を
実
現

し
た
。
最
適
化
計
算
に
お
け

る
制
約
条
件
も
追
加
し
た
。

秘
密
計
算
エ
ン
ジ
ン
を
変

更
し
た
こ
と
で
従
来
に
比
べ

処
理
速
度
が
向
上
す
る
と
と

も
に
、
よ
り
大
規
模
か
つ
複

雑
な
材
料
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
も

高
速
に
処
理
で
き
る
。「
Ｖ
ｅ

ｒ
�
１
で
１
時
間
か
か
っ
て

い
た
デ
ー
タ
か
ら
の
モ
デ
ル

構
築
が
数
秒
で
完
了
す
る
」

（
イ
ー
グ
リ
ス
）
と
い
う
。

今
回
、
秘
密
計
算
エ
ン
ジ

ン
の
刷
新
に
よ
り
「
ほ
ぼ
一

か
ら
作
り
直
し
た
」（
同
）。年

内
に
は
Ｖ
ｅ
ｒ
�
１
で
実
装

し
て
い
た
特
徴
量
比
較
な
ど

の
機
能
実
装
を
完
了
し
、
第

三
者
脆
弱
性
診
断
な
ど
各
種

サ
ー
ビ
ス
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
チ
ェ
ッ
ク
を
経
て
２
０
２

５
年
１
月
後
半
に
正
式
版
を

リ
リ
ー
ス
す
る
。
並
行
し
て

Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
７
０
１
７
や
Ｓ
Ｏ

Ｃ
２
な
ど
各
種
ク
ラ
ウ
ド
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
審
査
も
進

め
て
お
り
、
早
け
れ
ば
２
０

２
５
年
半
ば
に
も
取
得
す

る
。

政
府
は
１０
月
３１
日
、
Ｇ
Ｘ

実
行
会
議
の
第
１３
回
会
合
を

開
催
し
、石
破
茂
首
相
が
「
Ｇ

Ｘ
２
０
４
０
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

素
案
を
年
内
に
ま
と
め
る
よ

う
関
係
閣
僚
に
指
示
し
た
。

石
破
政
権
と
し
て
初
の
会
合

だ
が
、
再
エ
ネ
や
原
子
力
の

活
用
な
ど
岸
田
文
雄
前
首
相

の
方
針
は
踏
襲
す
る
も
よ

う
。
Ｇ
Ｘ
２
０
４
０
ビ
ジ
ョ

ン
の
ほ
か
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
（
エ
ネ
基
）」「
地
球
温

暖
化
対
策
計
画
」
の
３
戦
略

に
つ
い
て
、
す
べ
て
年
内
に

素
案
が
提
示
さ
れ
る
。

Ｇ
Ｘ
実
行
会
議
は
２２
年
７

月
に
岸
田
前
首
相
が
立
ち
上

げ
た
。
脱
炭
素
型
の
経
済
・

社
会
シ
ス
テ
ム
に
移
行
さ
せ

る
た
め
に
産
業
構
造
や
産
業

立
地
の
変
革
、
市
場
創
造
な

ど
を
一
体
的
に
議
論
し
て
い

る
。「
原
子
力
の
最
大
限
活

用
」
を
明
示
し
た
の
も
同
年

末
の
Ｇ
Ｘ
実
行
会
議
だ
っ
た
。

今
回
は
武
藤
容
治
Ｇ
Ｘ
実

行
推
進
担
当
相
兼
経
産
相

が
、
こ
れ
ま
で
の
論
点
を
整

理
し
た
資
料
を
提
出
。「
再
エ

ネ
と
原
子
力
は
と
も
に
必

要
」「
化
石
燃
料
を
突
然
ゼ
ロ

に
す
る
こ
と
は
困
難
」
な
ど

の
認
識
が
示
さ
れ
た
。

石
破
首
相
は
原
子
力
に
言

及
し
な
か
っ
た
が
、「
Ｇ
Ｘ
の

取
り
組
み
は
、
３０
年
来
の
経

済
停
滞
を
打
破
す
る
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
。
地
熱
や
中
小
水

力
の
開
発
は
地
域
経
済
に
恩

恵
を
も
た
ら
す
」
な
ど
と
発

言
し
た
。
Ｇ
Ｘ
へ
の
傾
注
を

変
え
る
気
配
は
み
ら
れ
な

い
。今

後
の
焦
点
は
、
Ｇ
Ｘ
２

０
４
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
３

年
に
１
度
の
改
定
タ
イ
ミ
ン

グ
が
近
づ
く
エ
ネ
基
と
の
整

合
性
だ
。
エ
ネ
基
も
４０
年
時

点
で
の
需
給
構
造
を
も
と
に

電
源
構
成
を
決
め
る
必
要
が

あ
り
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

主
催
の
有
識
者
会
議
で
議
論

が
煮
詰
ま
っ
て
き
た
。

日
本
精
鉱
の
２
０
２
４
年

４
〜
９
月
期
決
算
は
純
利
益

が
前
年
同
期
比
３
・
７
倍
の

６
億
円
だ
っ
た
。
ア
ン
チ
モ

ン
地
金
の
需
給
逼
迫
に
と
も

な
う
相
場
の
急
上
昇
に
加

え
、
中
国
当
局
が
９
月
１５
日

か
ら
同
地
金
の
輸
出
管
理
を

実
施
す
る
と
発
表
し
た
こ
と

で
最
高
値
を
更
新
。
そ
の
後

も
最
高
値
圏
で
推
移
し
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
難
燃
剤
な
ど
に

使
わ
れ
る
ア
ン
チ
モ
ン
製
品

の
価
格
を
押
し
上
げ
た
。

売
上
高
は
３７
・
７
％
増
の

１
０
８
億
円
、
営
業
利
益
は

４
・
４
倍
の
９
億
円
。
ア
ン

チ
モ
ン
地
金
の
４
〜
９
月
期

平
均
価
格
は
１
�
当
た
り
約

２
万
１
２
５
０
�
と
約
７８
％

上
昇
し
、
円
安
も
あ
り
円
建

て
で
は
約
９２
％
と
大
幅
に
上

昇
し
た
。
電
子
部
品
向
け
金

属
粉
末
も
販
売
を
伸
ば
し

た
。２５

年
３
月
期
の
通
期
業
績

予
想
は
取
り
下
げ
て
「
未
定
」

と
し
た
。
現
状
で
中
国
産
ア

ン
チ
モ
ン
地
金
の
輸
出
申
請

許
可
が
下
り
る
期
間
や
価
格

の
先
行
き
が
不
透
明
で
、
業

績
予
想
を
「
合
理
的
に
算
出

す
る
こ
と
が
困
難
」
と
し

た
。住

友
理
工
は
２
０
２
５
年

３
月
期
の
業
績
予
想
を
修
正

し
た
。
売
上
高
は
前
回
予
想

比
１
・
６
％
減
の
６
１
５
０

億
円
に
下
方
修
正
、
営
業
利

益
は
１５
・
２
％
増
の
３
６
３

億
円
、
税
引
前
利
益
は
１
７

・
１
％
増
の
３
２
８
億
円
、

純
利
益
は
２２
・
３
％
増
の
２

４
７
億
円
に
上
方
修
正
し

た
。
円
安
に
よ
り
海
外
子
会

社
の
売
上
高
が
邦
貨
換
算
ベ

ー
ス
で
減
少
す
る
一
方
、
損

益
面
で
は
２２
年
４
〜
９
月
期

の
利
益
変
動
に
加
え
、
１０
〜

３
月
期
の
原
価
低
減
活
動
、

経
費
支
出
抑
制
に
よ
る
収
益

の
上
振
れ
を
加
味
し
た
。

「
水
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
」

に
協
賛
し
稲
刈
り

Ｎ
Ｏ
Ｋ

は
２
０
１
９
年
度
か
ら
協
賛

し
て
い
る
熊
本
地
下
水
財
団

に
よ
る
「
水
田
オ
ー
ナ
ー
制

度
」
の
活
動
と
し
て
、
先
ご

ろ
Ｎ
Ｏ
Ｋ
熊
本
事
業
場
（
熊

本
県
阿
蘇
市
）
の
社
員
と
そ

の
家
族
１５
人
が
、
同
県
大
津

町
の
水
田
で
地
域
生
産
者
と

稲
刈
り
作
業
を
行
っ
た
。
同

制
度
は
地
下
水
か
ん
養
域
に

水
田
を
持
つ
生
産
者
と
オ
ー

ナ
ー
協
定
を
結
ぶ
企
業
・
団

体
が
と
も
に
米
作
り
を
す
る

こ
と
で
、
田
ん
ぼ
に
溜
め
た

水
が
地
下
に
浸
透
し
地
下
の

か
ん
養
を
促
進
さ
せ
る
活

動
。
熊
本
事
業
場
は
毎
年
、

同
町
の
７
３
７
平
方
�
の
水

田
オ
ー
ナ
ー
と
な
り
農
作
業

の
一
部
を
手
伝
っ
て
い
る
。

１１
月
頃
に
は
米
作
り
で
育
ま

れ
た
地
下
水
量
を
示
す
か
ん

養
量
証
明
書
が
交
付
さ
れ
、

今
年
は
昨
年
実
績
に
相
当
す

る
４
５
０
０
�
（
４
４
９
５

平
方
�
）
が
見
込
ま
れ
る
。

今
年
収
穫
さ
れ
た
お
米
（
約

１
５
０
�
	
）
は
熊
本
市
の

フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
寄
付
す
る

予
定
。

日
本
化
学
工
業
、
統
合
報

告
書
を
発
行

「
統
合
報
告

書
２
０
２
４
」
を
発
行
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

た
。
同
社
は
２
０
１
８
〜
１９

年
に
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ケ

ア
レ
ポ
ー
ト
、
２０
〜
２２
年
に

Ｃ
Ｓ
Ｒ
レ
ポ
ー
ト
、
２３
年
は

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
レ
ポ
ー

ト
を
発
行
。
今
回
、
す
べ
て

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
事

業
戦
略
や
中
期
的
な
価
値
創

造
に
向
け
た
取
り
組
み
を
財

務
・
非
財
務
両
面
か
ら
伝
え

る
た
め
に
統
合
報
告
書
の
発

行
ス
タ
イ
ル
と
し
た
。

◇
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ

Ｔ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
、
保

有
株
式
を
一
部
売
却

東
京
証
券

取
引
所
で
通
常
売
却
し
、
６５
億
円

の
売
却
益
を
見
込
む
。
２
０
２
４

年
１２
月
期
業
績
へ
の
影
響
は
精
査

中
。

グローバル企業へ二人三脚
寺阪 令司 ＭＤに聞く

再上場ゴールに５カ年中計策定

カーライル・ジャパン

稲
刈
り
の
よ
う
す

菅 正道 社長

菅氏

星光ＰＭＣ

寺阪氏

２０２４年（令和６年）１１月５日（火曜日）（第三種郵便物認可）（３）


